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矢島脩三教授略歴 (2004年3月31日）
1 学歴
1956年3月 京都大学工学部電気工学科卒業
1958年3月 京都大学大学院工学研究科電気工学専攻修士課程修了
1961年3月 京都大学大学院工学研究科電気工学専攻博士課程単位取得退学
1964年6月授京都大学工学博士
2 職歴
1961年4月 京都大学工学部助手（電子工学科）
1963年12月 京都大学工学部講師（電子工学科）
1963年12月 京都大学大学院工学研究科担当
1967年10月 京都大学工学部助教授（電気工学第二学科）
1970年4月 京都大学工学部情報工学科発足移籍
1971年4月 京都大学工学部教授（情報工学科）
1993年4月 京都大学情報処理教育センター長 (1997年3月まで）
1996年4月 京都大学大学院工学研究科に配置換
1996年4月 京都大学工学部兼担
1997年3月 京都大学を停年により退官
1997年4月 京都大学名誉教授
1997年4月 関西大学総合情報学部教授
1998年4月 関西大学大学院委員会委員 (2001年9月まで）
1999年4月 関西大学大学協議会協議員 (2001年5月まで）
1999年10月 関西大学大学院総合情報学研究科長 (2001年9月まで）
2000年4月 関西大学発明委員会委員
2004年3月 関西大学総合情報学部を停年により退職
3 学会および社会における活動等
（学会）
1956年1月 （柏電気通信学会会員（電子通信学会となり，現 電子情報通信学会）
1960年11月 (#)情報処理学会会員
1966年 1月 米国電気電子工学会
(IEEE: The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc.)会員
1970年 言語とオートマトン研究会 (LAシンポジウム）会員
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1971年4月 電子通信学会電子計算機研究専門委員会専門委員 (1979年3月まで）
1973年4月 電子通信学会オートマトンと言語研究専門委員会専門委員
(1986年3月解散まで）
2005年3月
1977年 2月 情報処理学会欧文誌 (Journalof Information Processing)幹事会幹事
1977年 5月 情報処理学会欧文誌編集員会員 (4ヵ年）
1978年 5月 情報処理学会理事・常務理事（計 2ヵ年）
1979年4月 情報処理学会関西支部幹事 (2ヵ年）
1979年4月 情報処理学会関西支部評議員
1980年4月 情報処理学会会誌編集員会地方委員
1980年4月 電子通信学会オートマトンと言語研究委員会専門委員長 (1983年3月まで）
1980年5月 電子通信学会評議員 (2ヵ年）
1981年10月 電子通信学会情報理論研究専門委員会専門委員 (1983年3月まで）
1985年4月 電子通信学会フォールトトレラントシステム研究専門委員会専門委員
(1989年5月まで）
1986年4月 電子通信学会コンピュテーション研究専門委員会発足．同専門委員
(1987年5月まで）
1987年5月 電子情報通信学会コンピュテーション研究専門委員会顧問
1989年 5月 電子情報通信学会フォールトトレラントシステム研究専門委員会顧問
1999年10月 米国計算機学会 (ACM:The Association for Computing Machinery)会員
2000年10月 電子情報通信学会フェロー
2001年 1月 米国電気電子工学会 (IEEE)終身フェロー
（科学技術庁・文部科学省）
1999年 平成11年度科学技術庁独創的研究成果育成事業（新産業創出）注目発明型「超
高精細マルチ画像顕微鏡装置の試作」矢島等の特許の実用化．分担研究者．共
同研究者：京都府立医大医師，京大研究者および腑堀場製作所
2000年 平成12年度科学技術庁ミレニアムプロジェクト革新的技術開発研究推進「革新
的な技術開発の提案公募」「超高解像度画像による組織細胞の多元サブミクロ
ン3D画像解析」採択．矢島等の特許の実用化．課題番号12109(3ヶ年）．分
担研究者．共同研究者：京都府立医大医師，京大研究者および聡堀場製作所
2001年度 継続．本プロジェクトは文部科学省の管轄となる．
2002年度 継続で最終年
2001年4月 文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター
科学技術専門家ネットワーク「専門調査委員」
矢島脩三教授略歴 33 
（国立科学博物館）
2000年 国立科学博物館の KDC-I設計資料調査（国立科学博物館ー技術の系統化調査
報告， p.62; 5.1.2, 2001年3月 KDC-I矢島設計開発記事．矢島保有KDC-
I設計資料記載）
（関西大学）
1999年 平成11年度重点領域研究：分担参加（代表：高木教典）：関大一慶応の遠隔ゼ
ミ等
2000年 平成12年度重点領域研究：代表：矢島：関大一京大の遠隔ゼミ等（関大通信
No.287, 高槻の窓，上島執筆，平成13年2月1日，研究報告：矢島脩三：ブ
ロードバンドの21世紀と erー スクール等）
2001年 関大一京大ーGMU(George Mason University)の日米 3大学の遠隔ゼミ
（平成13年12月25日）関大120周年用記録．（関大通信No.297,上島執筆，平成
14年3月20日）
2002年 平成14年度重点領域研究：分担参加（代表：上島紳一）
2001年4月 関西大学総合情報学部学生サークル： Game Creation Circle C顧問： (2003 
年3月まで）
（その他）
1967年12月 国際連合アジア極東経済委員会 (ECAFE,Bangkok)計算センター設立コン
サルタント（行政管理庁統計基準局を通じての依頼）
1997年9月 鳥取環境大学設立準備委員会教学委員会委員 (1999年3月まで）
1999年5月 (t)私立大学情報教育協会情報教育環境整備促進委員会委員
(2001年3月まで）
1999年6月 （初私立大学情報教育協会ネットワーク研究委員会委員
(2001年3月まで）
帥京都「国際学生の家」（日本とスイスによる留学生支援法人）創設 (1965年4月）準備段
階より，運営委員・運営委員長・理事・現後援会会員
4 賞
1988年5月 電子情報通信学会論文賞
1989年5月 情報処理学会論文賞
2001年9月 電子情報通信学会先見論文賞
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研究業績
学術論文その他（概略関大赴任の1997年以降）
[ 1 J荻野博幸，矢島脩三，小野木健二，大内由美子，芦原司：超高精細マルチ画像顕微鏡装
置の開発，テレビジョン学会技術報告， Vol.20,no.59, pp. 7 -12, 1996年11月15日
(1997) 
[ 2 ] Kazutoshi Hosaka, Y asuhiko Takenaga, Takayuki Kaneda, Shuzo Y ajima:Size of 
ordered binary decision diagrams representing threshould functions, Theoretical 
Computer Science, vol.180, pp.47-60, 1997 
[3] Kazuyoshi Takagi, Koyo Nitta, Hironori Bouno, Y asuhiko Takenaga, Shuzo Y ajima: 
Computational Power of Nondeterministic Ordered Binary Decision Diagrams and 
Their Subclasses, IEICE Trans. Fundamentals of Electronics, Communications and 
Computer Sciences, Vol.EBO-A, No.4, pp.663-669, April 1997 
[ 4]Masayuki Itoh, Naofumi Takagi, Shuzo Yajima: Efficient Initial Approximation for 
Multiplicative Division and Square Root by a Multiplication with Operand 
Modification, IEEE Transactions on Computers, Vol.46, No.4, pp.495-498, April 1997 
[5] Takafumi Hamano, Naofumi Takagi, Shuzo Yajima, Franco P.Preparata: 0 (n) -
Depth Modular Exponentiation Circuit Algorithm, IEEE Transactions on Computers, 
Vol.46, No.6, pp.701-704, June 1997 
[6]矢島脩三：コンピュータ開発，電子情報通信学会誌 （回想）， Vol.80,No.5, pp.432-434, 
1997年5月
[7]武永康彦，中嶋廣二，矢島脩三： Tree-Shellable論理関数について，電子情報通信学会，
信学技報， COMP97-54,pp.71-78, 1997年10月
[8] Mitsushi Nouzoe, Kiyoharu Hamaguchi, Kazuo Iwama, Yasuhiko Takenaga and 
S. Y ajima : The Vairable Ordering Problem of an SBDD Representing Threshold 
Functions Is NP-Complete, 夏のLAシンポジウム， 1997年7月
(1998) 
[9]矢島脩三：二分決定グラフと組合せ問題（研究レポート），関西大学情報処理センターフォー
ラム1997,No.12, pp.39-50, 1998年4月
[10] Yasuhiko Takenaga, Kouji Nakashima, Shuzo Yajima: On Tree Shellable Boolean 
Functions, 京都大学数理解析研究所講究録1054.離散数学アルゴリズムと計算量， pp.54-
65, 1998年7月
[11] Takashi Horiyama, Shuzo Y ajima : Exponential Lower Bounds on the Size of 
Variants of OBDD Representing Integer Division, IEICE Trans. on Information and 
Systems, Vol.E81-D, No.8, pp.793-800, August 1998 
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[12]矢島脩三：計算機KDC-Iから情報メディアヘ，電気教室百周年記念誌， pp.229-230, 
京都大学電気系教室，平成10年9月
[13] Shuzo Yajima : The Kandai Triangular Educational Network, International 
Symposium: Informatics-The Future orf Information Society, Faculty of Informatics 
& Graduate School of Informatics, Kansai Univ., Sept. 7 & 8, 1998, also Memoirs 1998, 
Faculty and Graduate School of Informatics, Kansai University, pp.285-291, Dec. 
1998 
(1999) 
[14] Mayumi Ueda, Shinichi Ueshima, Shuzo Yajima: Proposing a Private Virtual 
Library, 情報処理学会第58回全国大会論文集， Vol.3,pp.17-18, 1999年3月
[15]黒葛裕之，矢島脩三，小西靖洋：関大高槻キャンパスと天六キャンパスを結ぶ遠隔講義
システム（システム開発），関西大学情報処理センターフォーラム， 1999年4月
[16]農添三資，浜口清治，岩間一雄，矢島脩三：しきい値関数を表す共有2分決定グラフの
最適な変数順序付けの計算複雑度，電子情報通信学会論文誌， Vol.J82-D-I,No.5, pp.595 
-602, 1999年5月
[17] Mayumi Ueda, Shinichi Ueshima, Shuzo Yajima: On Private Virtual Libraries, 電
子情報通信学会データ工学研究会， 6月研究会（東大生研）， 1999年6月17日
[18]上田真由美，上島伸一，矢島脩三：高度情報環境におけるプライベート仮想ライブラリ，
関西大学総合情報学部紀要情報研究，第11号， pp.55-68,1999年6月
(2000) 
[19]辻光宏，小林孝史，青山千彰，矢島脩三，川邊剛，木村作郎：高槻キャンパス ATM-
LAN高速ネットワーク ーKTEN計画 さあこれから一：関西大学情報処理センターフォー
ラム1999(研究レポー ト）， No.14(1999), pp.39-45, 2000年4月
[20] Mayumi Ueda, Shinichi Ueshima, Shuzo Yajima, Takeshi Nakamura, Motoki 
Nakayama, Eiji Nakashima : Bottom-up Generation of Private Virtual Library PVL 
over Advanced Information Network, INFORMS & KORMS 2000, Information and 
Knowledge Management in the 21st Century, International Conference of the 
Institute for Operations Research and the Management Sciences, Seoul Korea, June 
18-21, 2000 (Proceedings in CD-ROM, no serial pages) 
[21] Bhooshan Raja Neupane and Shuzo Yajima : Proposing a Multilingual Translation 
Scheme Utilizing the Extensible Markup Language XML, Journal of Informatics. 
Vol.14, pp.49-63, Department of Informatics, Kansai University, December 2000 
(2001) 
[22]上島紳一，矢島脩三，小林孝史，黒葛裕之：平成12年度関西大学大学院一京都大学大学
院マルチメディア遠隔共同セミナー実施報告書，関大重点研究平成13年3月
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[23]上島紳一，小林孝史，黒葛裕之，矢島脩三：平成12年度関西大学大学院一京都大学大学
院マルチメディア遠隔共同セミナーの概要：関西大学情報処理センターフォーラム （研
究レポー ト）， No.15(2000), pp.41-55, 2001年4月発行
[24] Y asuhiko Takenaga, Kouji Nakashima, Shuzo Yajima: Tree-Shellability of Boolean 
Functions, Theoretical Computer Science, Elsevier, 262, pp.633-647, 2001 
[25]矢島脩三：情報メディアと教育システム （招待講演），（初情報処理学会コンピュータと
教育研究会主催，情報教育シンポジウム (S8S2001夏の信州シンポジウム），同講演録
IPSJ Symposium Series, Vol.2001, No.9, pp.l -13, 2001.8.21-23. 
[26] 谷誠一郎，濱日清治，矢島脩三：先見論文賞受賞随想 (TheComplexity of the 
Optimal Variable Ordering Problems of a Shared Binary Decision Diagram), (t)電
子情報通信学会情報システムソサイエティ誌，第6巻第2号（通巻23号） p.9, 2001. 8 
同：先見論文賞受賞記念講演，電気通信大学， 2001年9月19日，同講演録
(2002) 
[27]矢島脩三：数学は "Wiskunde"ー原点を大切に一（招待講演），京大情報学研究科研
究室帥京都高度技術研究所一共催，高校数学教育での実践的ウェブ利用の試み，キャンパ
スプラザ京都， 2002年3月26日 (4ページ予稿）（京都新聞2002年3月27日朝刊）
[28]上島紳一，堀井康史，矢島脩三，上田真由美，近藤育雄，森田典樹：日米3大学衛星・
インターネット遠隔共同セミナーの概要ーITの未来像を描く一，関西大学情報処理セン
ターフォーラム（研究レポート）， No.16(2001), pp.25-34, 2002年4月1日発行
(2003) 
[29]井上健，矢島脩三：ディスプレイ上における文字表示環境の自動最適化について，関西
大学情報処理センターフォーラム （研究レポー ト）， No.17(2002), pp.41-53, 2003年
4月発行
[30]矢島脩三：「コンピュータの誕生と発展」，電子情報通信学会レクチャシリーズ，「電子
情報通信技術史」第5章第 1節 (2005年刊行予定）
（その他）
[al]高木教典，名和小太郎，矢島脩三：関西大学「総合情報学研究科」が4月に開設，研
究科の紹介（高木），社会情報学専攻の紹介（名和），知識情報学専攻の紹介（矢島）， 日
本工業新聞，平成10年1月30日
[a2]矢島脩三：総合情報学研究科にドクターコース発足［情報パイオニア］目指す，関大
通信No.281,平成12年 5月15日
[a3]矢島脩三：アクロポリス高槻の月，関西大学交友会誌「葦」 2001秋冬号， No.120,.p87, 
平成13年12月25日
[a4] 矢島脩三： Invitation to the Tower of Takatsuki -or the Generalized Tower of 
Hanoi-, 資料，関大総情学生サークルGameCreation Circle C, 2001年1月29日
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[a5]矢島脩三： Combi-Puzzle/Game "MOLECULE", 資料，関大総情学生サークルGame
Creation Circle C, 2002年 1月29日
特許•実用新案
(KDC-I設計開発 H立特許，昭和40年頃特許とのこと）
[Hl]矢島脩三，太田栄一：論理演算装置特性直視装置，出願昭和35年3月29日
[H2]矢島脩三，斉藤勇：論理演算装置特性記録装置，出願昭和35年3月29日
[H3]矢島脩三，伊予部真一：計算機の命令修正方式，出願昭和35年3月31B
[H4]矢島脩三，関弘：磁気ドラム記憶装置書き込み方式，出願昭和35年3月31日
[H5]矢島脩三，太田栄一：磁気記録情報の同期読み取り方式，出願昭和35年3月31日
[H6]矢島脩三，太田栄一，味松康夫：無電源非消滅形磁気ドラム記憶方式，出願昭和35年
3月31日
[H7]矢島脩三，伊予部真一：磁気テープの情報処理方式，出願昭和35年3月31日
[H8]矢島脩三，伊予部真一：置数器の循環桁送り方式，出願昭和35年7月28日
[H9]矢島脩三，伊予部真一：浮動小数点演算方式，出願昭和35年7月28日
（実用新案）
[HlO]矢島脩三，太田栄一：二次元表示装置登録番号809005, 昭和41年8月22日
(NTT特許）
[Nl]前田憲一，矢島脩三，川本博久：遅延線回路方式，第442272号，昭和40年3月15日
[N2]前田憲一，矢島脩三，釜江尚彦，竹井大輔：自己バイアス形のダイナトロン形負性抵
抗素子対回路，第444443号，昭和40年4月16日
[N3]前田憲一，矢島脩三，釜江尚彦：一桁一致回路，第450959号，昭和40年7月17B
[N4]前田憲一，矢島脩三，釜江尚彦，石井幸雄：論理回路，第464529号，昭和41年 1月24
日
[N5]前田憲一，矢島脩三：論理回路の高速駆動方式，第467143号，昭和41年2月16日
[N6]前田憲一，矢島脩三，太田忠一：パラメトロン回路より負性抵抗素子回路への結合，
第470607号，昭和41年4月13日
[N7]前田憲一，矢島脩三，太田忠一：負性抵抗素子回路よりパラメトロン回路への結合，
第470608号，昭和41年4月13日
[N8]前田憲一，矢島脩三，太田忠一：負性抵抗素子回路の利用によるパラメトロン回路の
高速化方式，第470609号，昭和41年4月13日
[N9]前田憲一，矢島脩三，釜江尚彦：遅延素子を利用した論理回路の高速駆動方式，第
471964号，昭和41年5月2日
[NlO]前田憲一，矢島脩三，茨木俊秀：情報伝送の方向性を有する 2端子論理回路，第
476632号，昭和41年7月5B 
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[Nll]前田憲一，矢島脩三：信号伝達時間を考慮した論理回路方式，第476683号，昭和41年
7月5日
[N12]前田憲一，矢島脩三，茨木俊秀：情報伝送の方向性を有する2端子論理回路，第476684
号，昭和41年7月5日
[N13]前田憲一，矢島脩三，成久洋之：三相励振可能な無バイアスダイナトロン形負性抵抗
素子対回路，第493218号，昭和42年5月9B 
[N14]前田憲一，矢島脩三，吉田裕：負性抵抗素子を用いた 2進乱数発生器，第512183号，
昭和43年2月29日
[N15]前田憲一，矢島脩三，茨木俊秀：双方向性論理回路を用いた電子交換機方式，第
512185号，昭和43年3月29日
[N16]前田憲一，矢島脩三，茨木俊秀：双方向性論理素子を用いた電子交換機方式，第
512186号，昭和43年2月29日
[N17]前田憲一，矢島脩三，山口裕保：双方向性論理回路を用いた計算機演算回路，第
523400号，昭和43年7月11日
[N18]前田憲一，矢島脩三，吉田裕：副対回路で主対回路を励振するダイナトロン形負性抵
抗素子回路の 3値論理回路，第527400号，昭和43年9月12日
[N19]前田憲一，矢島脩三，吉田裕：ダイナトロン形負性抵抗素子回路をブリッジ接続した
3値論理回路，第527401号，昭和43年 9月14日
[N20]前田憲一，矢島脩三，久保田和弘：双方向論理回路，第528566号，昭和43年10月3日
[N21]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向相互符号変換回路，第539970号，昭和44年4
月8日
[N22]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向符号化復号化回路，第539973号，昭和44年4
月8日
[N23]前田憲一，矢島脩三，久保田和弘： 2端子論理素子を使った計数回路，第549902号，
昭和44年7月26日
[N24]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向論理回路による可逆2進計数回路，第552261
号，昭和44年8月15日
[N25]前田憲一，矢島脩三，久保田和弘：単一の正弦波を用いた双方向励振法，第552262号，
昭和44年8月15B
[N26]前田憲一，矢島脩三，山口裕保：双方向論理回路によるリングカウンタ，第552263号，
昭和44年8月15日
[N27]前田憲一，矢島脩三，久保田和弘：双方向直並列変換回路，第554435号，昭和44年9
月2日
[N28]前田憲一，矢島脩三，久保田和弘：双方向論理素子回路による双方向シフトレジスタ，
第554436号，昭和44年9月2日
矢島脩三教授略歴 39 
[N29]前田憲一，矢島脩三，茨木俊秀：双方向論理回路，第555732号，昭和44年10月1日
[N30]前田憲一，矢島脩三，茨木俊秀：等間隔励振による双方向論理回路，第555733号，昭
和44年10月1日
[N31]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向ゲート回路，第565400号，昭和45年2月9B 
[N32]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向論理回路，第570039号，昭和45年4月1日
[N33]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：分割による双方向論理回路の構成法，第570040号，
昭和45年4月11B
[N34]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向論理回路，第570041号，昭和45年4月1日
[N35]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：ダイオードを利用した論理回路用定数源，第593492
号，昭和46年1月5日
[N36]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：自己検査能力を持つ故障検査回路，第593493号，昭
和46年 1月5日
[N37]前田憲一，矢島脩三，山日裕保：双方向論理回路によるフリップフロップ，第593803
号，昭和46年1月12日
[N38]前田憲一，矢島脩三，上林弥彦：双方向論理回路による故障検査可能な回路，第
593827号，昭和46年1月12日
（国有特許京大）
[Kl]矢島脩三，稲垣耕作：マスタースレーブ J-Kフリップフロップ，第951261号，昭和
54年5月25日
[K2]矢島脩三：誤り訂正可能な自己タイミング符号伝送方式，第984776号，昭和55年1月
29日
[K3]矢島脩三，平石裕実：ライトペングラフィックス方式，第1054298号，昭和56年7月23
日
[K4]矢島脩三，平石裕実：グラフィックス表示方式，第1200869号，昭和59年4月5日
[K5]矢島脩三，荒巻隆志：自己検査可能の論理回路装置，第1359411号，昭和62年1月30日
[K6]矢島脩三，平石裕実：マルチスクリーン図形表示装置および方法，第1613208号，平成
3年8月15B
[K7]矢島脩三，荻野博幸：マルチ画像入力装置および方法，第2777974号，平成10年 5月8
B 
[K8]矢島脩三，荻野博幸：各種画像方式対応マルチ画像記憶再生装置および方法，第
3060004号，平成12年4月28日
